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実験群…健康スポーツ科学実技No01,18のクラス  男子56名  女子42名
パスの技能,ボー ルコントロールの向上を目指して毎時間次の練習を30分導入した後試合
を実施。 (四角パス, ランニングシュート, ドリブルのlonl,2onlのフェイントパス)










6種目のテス ト実施 (pre―テス ト)
3 on3の実施 (VTR撮り pre)
実験,非実験別にクラスで授業
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表1-1 各テス トの平均・標準偏差(男子・PRE) 表1-2 各テス トの平均・標準偏差(女子・PRE)
テスト
冥 顕 符 非 実 願 軒
半 均 裸季偏遷 半  幻 際手 偏 え
ンクサク Zυ りZ
]0・シュート





薬 顕 辱 非 薬 顕 手
半  コ 採 卒 偏 差 半  幻 際幸 偏 斎
zo uu u
ンクザク 22 72 9 22.56
〕0・シュート
又 像 凍 43.じb V
整 イ｀ ス υ
Ⅲス凛離 9
動き距離
表卜3 各テス トの平均・標準偏差(男子・POSt)表卜4 各テス トの平均 。標準偏差(女子・POST)
テスト
実談群 非 実 願 軒









粟 駁 軒 ヲF冥顕再
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れる。このことは,男女を聞わず,また実験群,非実験群を問わず,全体的にバスケットボールを
プレーする際に必要と考えられる諸技術は10回余 りの授業ではあるが向上を示すものといえよう。
表2-1 実験群―非実験群間のtテスト(pre)   表2-2 実験群―非実験群間のtテスト(pOSt)
テス ト
男子 女 子
t値 有意差 tr直 有意差
キ ャ ッナ ‐.563
ジグザグ .296 .555
30。シュー ト 1.401





男 子 女 子
tr直 有意差 tl直 有意差
千 ャ ッ チ .366 1.346
ジグザグ ■72
30・ツュート
反 復 横 3.677 2.230




表2-3 実験群 pre_post間の tテス ト
ネ<0,05**<0.01
表2-4 'F実験群 pre_post間の tテス ト
テス ト
男 子 女 子
t値 有意差 t値 有意差
千 ャ ッ チ 3.234** 1.562
ジグザグ 3.221**
30。ツュート ‐3.680** ‐3.579







t値 有意さ t恒 有意差
キ ャ ッチ **
ジグザグ 7.348** **
30,シュー ト ‐4,047** ‐2.000







実験 非実験 実験 非実験 実験 非実験
キャッチ      ン゛クヾサ`ク  ｀  30・シュート
実験 非実験 実験 井実験
反復横 壁′ヽ・ス
実験 井実験 実験 非実験
ハ'ス距離  動き距離
図1-1 平均値の有意さ(男子)
※※ p<001 ※ p<005
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表3-1 男子 。実験群(PRE) 表3-2 男子・実験群(POST)







































表3-3 男子・非実験群(PRE) 表3-4 男子・非実験群(POST)
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表3-7 女子・非実験群(PRE) 表3-8 女子・非実験群(POST)
説明変数 : 偏回帰変数 標準化偏回帰変数 説明変数 : 偏回帰変数 標準化偏回帰変数
1)キャッチ   …2,87E-03
2)ジグザゲ  3.263E-02
3)30・シュー ト 5ー.75E-02
4)A°ス距離     .240
















2.671E-02      2.484
.284       3.981
-.152      -2.860
-.568      -2.393
1.539       8.540
相関係数   .789
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|    ・チエス トパスでの距離 (カー杯チェス トパスをして、何メー トルパスを飛ばせることが出来る
か 。)
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7)厨 義弘  「スポーンの主人公」をめざすバスケットボール型のカウキユラムと授業の考え方
学校体育第44巻6号  p18‐22
8)長谷川 裕 戦略・戦術指導の内容と展開
体育科教育  第1銘巻 担号 o3335  1990
Abstract
Gcllo単llyl―a ball―pass near血o gon o.血o orellce play is more effectivc tllan that ttmote from h in ban galllest
But h is difacult to make an effecive pass nett the goal becauSc strong defclace is porforaied ttound thc goal. ha this
casc,a ball rccciv釘
“
es to be freo fl・on defen∝players and to catch tte ball.BЛl om∝nceds the ablity lo mtte a
pass to dle FeCOiVcF tte mOment tlle ttceiveF getS fFCC fЮm he def n∞playeA・In his study,the developmcnt of the
pas?ngお工iげin baskctb証l wasinvoslgated,sing bЛl contl・o 世? Ⅲg andPas?ngt?ning=As a resdt,PaSS exttise
with。,t tlaO Offenoc and dcfence sitllation was nOt so wseflll t9 he passi4g abilitЙ.but3 on 3試yle p ay was meaningftl
to develop tlle ability,
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